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(はしがき)炎症性腸疾患の病因、病態において活性化T細胞が重要
な役割をはたしている。インター口イキン(lL)-17は、比較的最近見いだ
された活性化T細胞に由来する炎症性サイトカインの一つである。本研
究では、IL-17の生理作用についてヒト大腸筋線維芽細胞をもちいて検
討するとともに、マウス大腸炎モデルに抗IL-17中和抗体を投与してか7
wレoにおける IL-17の役割を明らかにした。
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